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いっても、問題 全体を俯瞰しようとするのではない。問題の全体像を知るために、対象のどこからどの程度重点的に情報収集すべきか、つまり、 団中に異なるグループがどれだけ存在し、それぞれ らどれほど標本を採るべきか、大雑把に把握することである。
　例えば、灌漑評価には水の供





数リストを入手し、それぞれが問題地区にあるのか通常地区のか調べる必要がある。これは全戸調査（センサス）なので時間と費用がかか 。よって、既存資料は可能な限り利用する。農村では許可を得て住民台帳や選挙民台帳を用いたり、灌漑調査では水利組合員名簿や農協組合員名簿を活用した。何も ければ自作するしかない。住民組織が脆弱で公共部門も存在感のない南アフリカのタウンシップでは、調査員が全戸を列挙する必要があった。しかも、シップに 番地すらあてがわれ
ていない地域があるので、番号を振り、GPSで場所を記録するなども必要であった。●理論的考察
　二つ目の作業は、問題に関す
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タ入力プログラム 出来がよいと、誤入力や矛盾する回答などを探知でき、 データ提出後のデータクリーニング量を削 ことができる。デー クリーニングは日本にいる研究者と現地の調査委託先がeメールや電話を通じて連絡を取り合うので 意思疎通に手間暇がかかる。よって、
調査員をよく訓練して間違いを減らすこと、出来のよいデータ入力プログラムを書くことが、後の作業量を減らす鍵となる。
　調査をいよいよ開始するにあ





あるが、滞在期間は限られているので、優先順位を付けな ら実施しなくてはならない。時間が足りなくても必ず終わらさなければならないの 標本の決定、プリテストと質問票確定、契約に関する説明と合意である。そのしわ寄せで削られがちなのが、本来なら 最も大切な理論的考察や調査員訓練の時間である。データ入力プログラムに至っては帰国後に完成させることがほとんどである。訓練やデータ入力プログラム作成などは、本来ならば研究者が関わるのは非効率なので外注すべきである。しかし、研究所に適切な準備がないために、プログラム外注準備に気の遠くなるほどの時間がかかったり、訓練用 日本人補助研究員を雇用できなかったりする。この め せっかくの現地調査が調査の段取りに費やされ、肝心の研究課題の研磨が疎かになってしまう。研究所における研究管理業務増加の波は、遠くインドの山奥にで押し寄せているのである。
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